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 宜野湾市では、中部地区医師会、市内及び近隣医療機関の先生方のご協力の元、令和 6 年度

より、「宜野湾市 CKD・糖尿病性腎臓病対策 ～じのーん腎プロジェクト～ 」を開始致しました。  

本取組は、かかりつけ医（CKD 登録医）と腎臓を専門に診療する腎臓診療医との連携を促進

し、腎機能の低下が疑われる早期から、腎臓診療医に紹介・相談しやすい体制を整えることで、

新規人工透析導入の予防・遅延に繋げることを目的としています。 

 

  

 

 令和 7年６月現在、かかりつけ医(CKD登録医)２２名、 

腎臓診療医 11名の先生方にご登録いただいています。 

今後も、かかりつけ医としてご協力いただける先生を 

募りながら、連携をすすめていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号 

１．じの～ん腎プロジェクト登録状況 

かかりつけ医(CKD登録医)(敬省略) 

腎臓診療医(敬省略) 

沖縄病院

金城　光世

米須　功

広栄クリニック

ぎのわんメンタルクリニック 道下　聡

1 愛誠園クリニック 平良　民子

2 愛知クリニック 多和田　哲郎

No 医療機関名 医師名

10 神元内科医院 神元　繁道

7 比嘉　太

8 樋口　大介

5 大湾　勤子

6 渡嘉敷　崇

3 池原胃腸科外科 池原　弘

4 いすのき内科 難波　豊隆

15 ねたて内科クリニック 花城　清祥

16 古堅ウィメンズクリニック 古堅　善亮

13

14 サンクリニック 新屋　瑛一 22
ファミリークリニック
きたなかぐすく

山入端　浩之

19

今井内科医院 今井　千春

20 翔南病院 仲地　健

さむら脳神経クリニック 佐村　博史

医療機関名 医師名 NoNo 医療機関名 医師名

21 徳山クリニック 山城　清人

17 まえはら内科 宇座　達也

18

11

12

9 かりゆしクリニック 山川　研

3 西平医院 西平　守樹 6 みやざと内科クリニック 宮里　昌

1 海邦病院

富名腰　亮 4 しおひら内科腎クリニック 潮平　俊治

7 徳山クリニック

徳山　清之

金城　孝典

5 浦添総合病院

上地　正人 知念　さおり

2 喜屋武内科クリニック 喜屋武　郁夫 北村　謙 徳山　敦之

No 医療機関名 医師名 No 医療機関名 医師名 No 医療機関名 医師名



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年８月、令和 7 年 1月、保健相談センターにおいて委員会を開催しました。本

市の人工透析者の現状を報告し、病診連携医登録状況や連携する際のポイントにつ

いて意見交換を行いました。委員の先生方からは、本プロジェクトに多くの先生方に

登録いただくためにも啓蒙が重要であること。また、基準に該当する場合はかかり

つけ医から気軽に相談できる取り組みにしていきたいなど、活発なご意見が聞かれま

した。 

2．病診連携推進・評価委員会 報告 

海邦病院  院長 

富名腰 亮先生 

or 

●貴院の情報提供書を利用：診療情報提供書＋様式 1 ●紹介シート（様式 1）を利用 

診療情報提供書に記載 → 様式 1：同じ内容は省略 

かかりつけ医から腎臓診療医へ紹介する場合：医療機関の情報提供書を利用できます！ 

☑ 

忘れずに    つける ☑ 

★ 
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            2月 27日(木)宜野湾市保健相談センターにて講演会を開催いたしました。 

 中部地区医師会会長 今井千春先生より開会の挨拶、宜野湾市より病

診連携体制や連携システムの流れについて事業説明を行いました。 

  特別講演では「人にやさしい 慢性腎臓病重症化予防のシステムデザ

イン」と題し、琉球大学病院 血液浄化療養部 部長・准教授・診療教授 

古波蔵 健太郎先生よりご講演いただきました。「有名な RENAAL  

study では、どの降圧レベルにおいても、アルブミン尿が少ないほど末期腎不全のリスクが低

い」という文献の紹介や、「慢性腎臓病は 2000万人、今や５人に 1人ともいわれており、CKD

の病期に応じた腎疾患対策について、地域の実情に応じた仕組みづくりが課題となっている。

県内では先進的な取組が行われており、一例として南城市CKD対策では、健診受診者のCKD

を早期に発見し、かかりつけ医での治療に繋げている。            

ある程度CKD進展がみられる場合は、場合によっては2人 

主治医制という形をとりながら、専門的な治療内容をかかり 

つけ医と共有し治療の個別化を実施。かかりつけ医と腎臓専 

門医の連携を通して治療効果の最大化の実現に繋げる取組 

となっている。このような流れを通して、「じのーん腎プロジ 

ェクト」でも新たな連携の仕組みを構築していきましょう」 

とありました。 

 講演会には、医師、看護師、薬剤師、保健師等合わせて 80 名

の皆様にご参加いただき、降圧剤の種類や治療薬を変更する際の判断基準など、多くの質問が

交わされ、参加者の皆様と CKD対策への想いを共有することができました。 

 

「病診連携推進事業は、かかりつけ医である「CKD 登録医」と「腎臓を専門に

診療する医師」が連携して患者の治療にあたります。患者の漏れがないよう

に、皆でネットワークを作って、腎臓を守る取り組みにしていきましょう」と西

平医院 西平守樹先生より閉会の挨拶を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．第２回 宜野湾市 CKD対策講演会のご報告（R7.2.27） 

【じのーん腎プロジェクト 問い合わせ先】 

ご意見・ご要望がありましたらお気軽にご連絡ください。 

 宜野湾市 健康増進課 📞 098（898）-5598 

「CDK病診連携に関するアンケート」へのご協力お願いします 

プロジェクトへのご協力ありがとうございます。「CKD病診連携」について紹介・相談しやす

い取り組みを目指して、かかりつけ医（CKD 登録医）、腎臓診療医の皆様にアンケートを実

施することになりました。 

より多くのご意見・ご感想をお寄せいただけますようご協力をよろしくお願いいたします。 

 

中部地区医師会会長 
今井 千春先生 

琉 球 大 学 病 院   

古波蔵 健太郎先生 

西 平 医 院  院 長   

西平 守樹先生 


